
#4
障害のある人が
出かけていく

かしだしたけしは、レッツが 2016 年度から始

めた「表現未満、プロジェクト」の観光事業の一

環だ。おもに重度の知的障害者がさまざまな場所

に貸し出され、そこで彼らが「いつもの日常」を

繰り広げる。この事業は「タイムトラベル 100

時間ツア―」と対となる事業として開発された。

「タイムトラベル 100 時間ツアー」は障害のある

人の現場（たけし文化センターなど）に一般の

人々が訪れ障害のある人と時間を共にし、「かし

だしたけし」は一般の人々の現場に出かけていく

ことで、様々な人々が多様性や寛容性を考える機

会を提供し、私たちが当たり前だと思っている固

定観念や価値観に波紋を投げかけることを目的と

した事業である。

かしだしたけし
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かしだしたけし＠聖隷クリストファー大学

かしだしたけしの目的は重度知的障害者
が現場に赴き、人と出会うことである。な
ぜそのようなことをするのかと言えば、ほ
とんどの人が重度知的障害者に出会ったこ
とも触れ合ったこともない現実がある。昨
今、多様性や共生社会の実現が求められて
いる。私は全国から講演やシンポジウムの
登壇、トーク、講義を頼まれた時になるべ
く断らないようにしている。できる限り参
加する。そして可能な限り利用者（重度知
的障害者）にも来てもらう。

今年は浜松市内の聖隷クリストファー大
学看護学部から 2 回、福祉学部から 2 回
講義の依頼があった。クリストファー大学
は私たちの拠点から車で 40 分。毎回ス
タッフも含め 10 ～ 20 名で参加した。利
用者の皆さんが講義をするのでもワーク
ショップをするのでもない。講義室にやっ
てきて思い思いに過ごす。いつも何かを書
いている堤君は講義机でそれを展開するし、
祐司君はいつも通り屈伸運動、土屋君は紙
をちぎっているし、たけしは入れ物に石を
入れてカチャカチャ鳴らしている。その中
でいつも通り私の講義は展開される。

そもそも講義というのは登壇者に対して
100 ほどの席があり一斉に登壇者の話を聞
くようにできている。「聞く」以外の行為
が許されていない。しかし彼らは歩き回る

し音は出すし、時々声も上げる。既成概念
を破る行為であるし人によっては集中でき
ない、聞きづらい状況をつくり出してしま
う。しかしそうした中で講義が成立しない
かと言えばそうではない。私の講義のメイ
ンテーマは「多様性」と「価値観の転換」
だ。一見均衡を乱すかのような行為を展開
する彼らがいながら「人の話を聞く」こと
はできるし、講義自体の概念だって覆して
いいものであること。多様性はだれか一方
が過剰に我慢したり、排除されるのではな
く、そこにいる人たちがお互いをリスペク
トしあいながら、皆が心地よくいることが
できる「落としどころ」をつくること。そ
れが多様性の第一歩となることを彼らは即
座にそこで実演する。少し困り顔の学生た
ちも、だんだんと表情が柔らかくなり、彼
らの行動を観察しながら思考していること
がよくわかる。

久保田翠

既存の価値観に波紋を起こす

「かしだしたけし」
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アルス・ノヴァのメンバーとスタッフが 1泊 2

⽇で京都⼤学に滞在し、学⽣や⼤学教員と学祭

真っ盛りの中、⾏動を共にし、「かたりのヴぁ」

（語り合いの場、哲学カフェ）を開催した。学⽣

達が接する機会のない重度の障害者と呼ばれるメ

ンバーと交流することで感じる驚きや疑問、障

害・健常の差異、差別・偏⾒、社会に⼾惑う胸の

内などを拾い上げ、⾃由に振る舞うアルス・ノ

ヴァのメンバーと⼀緒に⾞座になって⾏う「かた

りのヴぁ」で共有し、共に思考した。

今回の旅は職員にとっても刺激的（楽しいこと

も含め）であった。メンバーとの久しぶりの遠出、

⽇中を共に過ごすことはあるが、夜の介助をした

ことの無いメンバーも含まれ、メンバー⾃⾝も遠

出の経験が少ない。しかし、遠出をしているのを

知ってか知らずか、意外とメンバーはしっかりし

ていて、私達の側を離れなかった。出発前は不安

要素を感じる事が多かったが、11 ⽉の京都、ホ

テルでの夜、学祭、メンバーとの散歩は良い思い

出だ。このコラムでは京都へ行ったスタッフのレ

ポートを掲載する。
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尾張美途
「『かたりのヴぁ』の旅 @京都大学」

　これまでで一番アクティブな「かたりのヴぁ」であった。
　前日の朝に利用者を一人ずつ車でピックアップし、浜松を出発、夜の京
都までのロングドライブ。到着したら撮影隊に囲まれながら京都大学の先
生方や学生達との交流会に参加。その後ホテルに到着。さぁさぁ、ここ
からが本番！利用者によっては数年ぶりの外泊、夜の京都堪能タイム。夜
食を買いに行ったり、ラーメン屋やライブに行ったりと、それぞれバラバ
ラに京都の街に消えて行った。
　就寝中の利用者の失踪に警戒しながら朝を迎え、「京都に来たから！！」
と、みんなでモーニングをしにカフェへ行った。フルーツの乗ったブリオッ
シュをずっと虚空を見つめながら飲み込んでいく利用者さんも居たけど、
お洒落な朝、結構馴染んでたかも、私たち。
　その後京都大学の文化祭、11 月祭へ突撃！若者の活気に押されながら
もライブやダンスを利用者と共に楽しんだ。若い女の子達が流行りの曲に
合わせて踊るのをダンス好きのコウちゃんと一緒に見ていたら、「自分一
人だったら絶対見ないな、こういうの。」と京大生の早川君がポツリと言っ
た。私もそうだ、でも、これが「他者と出会う」ということなのかも知れ
ない。
　かたりのヴぁが始まる直前、教室の中で、今の今まで目の前でゴロンと
寛いでいたはずの太田君が居なくなっていた。先生や学生も含めて大捜索
する。広い校内を走りながら各階のトイレや教室を覗いて回ったが姿は
見えなかった。しかし、ヘルパーをしているスタッフの佐々木君の機転で
見つけることができた。教室のすぐ目の前の女子トイレの個室にこもって
いたのだ。彼を探している間、生きた心地がしなかった。見つかって安心
したが、走り回ったからすでにヘトヘト。しかし、これからやっと「かた
りのヴぁ」が始まるのである。
　テーマははっきりと決めずに行ったが、「障害」について話すことは外
せなかった。
　教室内ではタッパーの石を掻き鳴らすたけし君も含め、浜松から集った
選りすぐりのメンバーが、カーペットの上でゴロゴロしたり、カレンダーを
貼ったり、踊ったり、突然ライブペインティングを始めたりしている。集
まった方々も障害福祉サービス事業所で働いている人や、身近に障害を
抱えている人が居たりなど、「障害」というものに対して興味や独自の見
解を持っている人が多かった。

　当事者の辛さや、やまゆり園の事件など、重いテーマであったが、出
口先生やマルシアーノ先生の力強い牽引もあり、希望を感じる言葉も多く
出ました。そしてやはり私達側に多くの課題があるのだということに気付
かされました。健常であるというのが当然だと思っていること、競争社会
に適合している時には気づけない視点があり、その視点の違いが障害に
なっていること、いつの間にか「正しい見方、正しい何か」に囚われてい
ること。そして、「生きているというのはそれだけで凄いことなのだ。」と
いう、口に出してみれば当然のことだけれど、その当然のことに気づかせ
られない社会の在り方と忘れてしまいがちな私。
　「今でも障害者と接触するのが怖い」、「私達側に課題があるのは分か
るし、素晴らしい側面もあるのは分かるが、それでもすんなりとは障害を
受け入れられない」と率直な発言が出たのは参加して下さった方々の心持
ちだけでなく、目の前で自由に振る舞うメンバー達の存在が大きかったと
思う。
　施設の中で一緒に過ごしていると障害を感じなくなることが多いが、外
に出れば障害を感じることが出てくる。今回も大学の構内をユニバーサル
トイレを探して結構歩いたりなど色々あった。スタッフの話の中で、障害
者と呼ばれる人は社会の枠に囚われずに生きる自由のアドボケイター的な
存在だ、そして、レッツの職員は社会のルールと彼らの存在の調整役で
あるという意見が出た。彼らとの関わりを先頭に、社会の枠を少しずつ
広げていくことが、私達の多くの課題を解いていく糸口になるということ
は、今回の旅でも少し確認できたように思う。同行した職員と帰りの車
内で旅の振り返りのような会話をし、その後も参加した先生や学生さん達
と振り返りを行った。そんな事があったのか、そんなふうに考えていたの
かなど、話す度に旅の思い出が増え、厚みを増していくのが面白かった。
　この後も今回の旅をモチーフにマルシアーノ先生と京都大学の学生さん
達が制作した映画を観る予定でいる。まだ「かたりのヴぁ」も旅も終わっ
ていない、そんな感覚である。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

石山律

　事務所で眉間にしわを寄せてパソコンを見ていたら、こっちゃんが「石
山さん、お仕事楽しい？」と笑顔で聞いてきた。右にはなぜか新居くん
が座っていて、「明日は何時に雨が止むの？」「1 時にはくもり？」と、ぴよ

139＃4 障害のある人が出かけていく138

か
し
だ
し
た
け
し
@
京
都
⼤
学

c
o

lu
m

n



ぴよした声で聞いてくる。新居くんは京都には行かなかった。でも、「きょ
うぽ（京都）は高速をどこで降りるの？」「ホテルは何階建て？」「ご飯は
何を食べるの？」「車はどれに乗るの？」など、誰よりも京都に備えていた。
京大のキャンパスマップを見て、集合場所もしっかりと把握している。 
　お仕事は楽しい。後部座席で壮さんと亮賀さんに挟まれて半身になり
ながら、「2 人ともあと 15 センチは詰められるよね？？」と怒りつつ、左
肩がよだれで湿っていくのを感じつつ酸欠になって、か細い声で「窓、開
けてください …」と呟いていたとしても、なんだかんだで楽しい。 
　こちらがワクワクしているぶん、彼らもワクワクしているように見える。
車に乗って、やっぱり京都は浜松と違う街並みで、その中に彼らが佇んで
いるのを見るのが面白い。オーバーオール姿の太田くん、ジャケットスタ
イルの祐司さん、クラスメートと休日に私服で遊んだときのような喜びが
ある。京大の暗い喫煙所では、土屋くんが紫に光っている。 
　ホテルに行って、まだ 20 時前。順番に入浴を済ませて、寝巻きでベッ
ドに入っていく俊介さんと祐司さん。「夜遊びしないでいいんか？！」とけ
しかけてみるも、一瞥されるだけで彼らは布団の中にいる。ラーメン組、
ライブハウス組の写真を羨ましく眺める。 
　翌日も引き続き楽しい。太田くんは、景観に配慮した地味なマックを
マックと気づいていただろうか。浜松に残っているスタッフが見つけてくれ
たパン屋さんを目的地に、それぞれ向かう。亮賀さんのぶんのパンを一
緒に買おうとするが、甘い？しょっぱい？の判断がつかない、表情からも
甘い？しょっぱい？は読み取れない。甘い！にかけて、亮賀さんにはベリー
とホワイトチョコのみっしりしたやつ、自分用にベーコンエピを選んでみ
たが、亮賀さんが手に取ったのはベーコンエピだった。しょっぱい保険で
塩パンを二つ買っておいてよかった。 
　ここまでで頭いっぱい胸いっぱいなのだけど、京都大学の学祭に赴き、
学生たちと「かたりのヴぁ」を行うというのが今回のかしだしたけしの肝
なのだった。わたしたちの京大滞在を映像にするべく、京大内には昨日
から撮影クルーだって控えている。壮さん、久保田さん、きいちくんと一
緒に、吉田寮をめがけて突き進み、振り返れば撮影クルーも学生も着い
てきていない。吉田寮には鶏もいた。早くも、同年代の人たちばかりが
密集している空間にゲッソリしていたので、仲間を見つけたような気持ち
になって嬉しい。 
　大学から離れてみて、そこに「権威」のようなものがあったのかもしれ
ない、とたまに思う。かたりのヴぁはそういった「権威」から言葉を解き
放っている試みなのだと思うけれど、今回は対話の場のマナーのようなも

のをわかっている人がほとんどなのだろう、人の意見をめちゃくちゃ否定
してくるとか、自分のことだけ話し続けるとか、「マナーから外れた」よう
な振る舞いをする人はおらず、それが裏返って居心地が悪かった。メモ、
メモ、とひとつのことしかできず、聞こえることを手を動かして書いている
うちに言葉はどんどん出なくなっていって、壮さんからこぼれた飴を舐め
ながら、太田くんにもたれかかっていた。 
　それでもやっぱり旅は楽しい。また一緒に、できるだけ遠くまで行って
みたい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

内田翔太郎

　11 月の京都といえば紅葉が見頃を迎える、一年の中でも京都がより一
層美しく見える時期だ。しかし今回の京都ツアーを振り返ってみると、紅
葉を見た記憶が全くない。紅葉どころか寺社仏閣、観光地も全く見てお
らず、食事も京都らしいものは何も口にしなかった。では、何が今回の京
都ツアーで一番印象に残っているかというと、それは「車とバイク」だ。
私は 2 日間、付きっきりで俊介さんの 介助をしていたのだが、俊介さん
は移動中の車内、高速道路のサービスエリア、 京都市内、京都大学の構
内などなど、いつでもどこでも大好きな車やバイクを眺めていた。一緒に
俊介さんと行動していた私もいつしか自然と車やバイクの存在に敏感に
なっていた。
　いつも生活をしている浜松の日常を飛び出して、京都という非日常の中
に入っても俊介さんはいつもの俊介さんだった。そのいつもと同じことを
繰り返す変わらなさを私は逞しいと感じたし、逆にその変わらなさが生活
のしづらさにもなっているのだろうなと感じた。
　京都大学ではかたりのヴぁに参加し、障害のことをよく知らない他者と
レッツメンバーも同じ場を共有する中で互いに話をしたり話を聞いたりし
た。レッツスタッフとして仕事をしていると、障害者と接することが当たり
前の日常になるが、これまで障害者と接する機会がなかった学生たちに
とって障害者との交流は非日常であり、その視点のギャップが新鮮で興
味深く感じた。
　特に印象的だったのは、障害者を怖いと感じると話していた学生だ。
当事者とその支援者を前にして自分が感じている怖さについて話すのは相
当勇気がいることだと思う。あの場で「怖い」と発言するには、自分自身

141＃4 障害のある人が出かけていく140

か
し
だ
し
た
け
し
@
京
都
⼤
学

c
o

lu
m

n



の弱さと正直に向き合う強さがないと出来ないだろう。発言していた彼女
の誠実さと心の強さには私自身も心動かされるものがあった。
　自分に嘘をつくのは思いの外、簡単だ。都合の悪いことや見たくない
ものを見ないようにすることは、誰に教わるでもなく社会に生きていると
自然と身に付くスキルだ。それ自体悪いことではなく、むしろ自分を守る
ためには必要なものだ。しかし嘘をつくことは“本音 ” が持つ力を弱めて、

“ 建前 ” の力を強くする。そして嘘をつき続けるといつしか本音は居場所
をなくし、建前が本音とすり替わってしまう。
　思い返せば私も福祉の仕事に就く前は障害者と接する機会はほとんど
なかったし、障害者への怖さを感じていた。いつの間にか怖さを感じなく
なったのは、相手を知ることで無知の壁を低くすることができたからだ。
　今回、学生たちと障害者が交流する機会を得て、相手を知るきっかけ
ができたことはとても大切なことだと感じている。そして障害について知っ
てもらうことも大切だが、それと同じかそれ以上に今回の体験が自分が
今まで向き合ってこなかった、建前の裏に隠れた本音を見つけるきっかけ
になれば、私は何より嬉しく思う。
　今回のツアーを通して、相手を知ること、そして自分を知ることの大切
さに改めて気付かされた。学生たちはかたりのヴぁ会場の建物に入れな
い壮さんや、学園祭で周囲には面白そうな出し物がたくさんある中、ひた
すら車やバイクを見続ける俊介さんを見て何を思っただろうか。重度の知
的障害者は自分にも他人にも嘘がつけない、ある意味とても正直な人た
ちだ。そういう人たちのことを知り、自分と重ねて新たな発見をすること
はとても豊かなことだと私は思う。しかしこの豊かさは社会的（あるいは
資本主義的）に認められた鉤括弧付きの価値ではなく、その外側にある
分かりづらい価値が生むものだ。私自身、その鉤括弧の外にある価値の
存在は感じるものの、その価値を具体的に言語化することがまだできな
い。もしかしたら、言葉だけでは相手に伝えることはできず、当事者との
関わりの中でそれぞれの人たちが見つけるものなのかもしれない。少なく
とも、当事者自身はその価値を自ら他者に伝えることはできない。当事
者と当事者を取り巻く社会の間に立つ支援者としての私は、当事者が持
つ分かりづらいけれど確実にある「価値」を言語化し、社会の側に通訳
していく役割を担っていきたい。それが今の自分の立脚点であると、再認
識させてくれた 11 月の京都だった。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

見山陸生

　京都へ行くということはアルス・ノヴァのメンバー達にとってどんなこと
だっただろうかと無謀な想像をするのは少しばかり楽しいものだ。私自身
からすれば京都に行けるということは心躍ることであり、それは京都の寺
やブランドによるところが大きいのであるが、彼らはそうしたイメージの影
響を自分のように強く受けているというわけではない。だが今回のように
みんなで車に乗り、旅をすることは非日常だったと思う。ユウジさんは玄
関から現れたとき、いつもと違う服装をしていた。帽子はいつもと同じマ
リナーズのキャップだったが、彼はグレーの見慣れないジャケットを羽織っ
ていた。着せたのは親御さんであったとしても、それを羽織ったことで彼
は彼にとって何か特別なことが起きる日かもしれないという期待感を持っ
たかもしれない。彼は京都大学の研究室でいつもと違う電子レンジを操
り、いつもと同じように彼の測った時間で取り出してはフライドポテトと唐
揚げばかり食べていた。2 日目も同じように京都大学の学園祭の屋台であ
りとあらゆるものを彼の財布が許す限り食べることをしていた。それは間
違いなく楽しかっただろうし、しかも学生達が手を握って一緒に巡ってく
れたのだから。京都というよりも新たな場所、人との出会いがあったこと
が豊かな体験だったと思う。
　かたりのヴぁでは午前中に利用者と共に行動した大学生含む学生たち、
アルス・ノヴァメンバーとそのスタッフで二つのグループを作り語りあった。
その直前に部屋からメンバーの一人のリョウさんがひっそりといなくなって
しまいスタッフ総出の大捜索があったこともあり（結局彼は部屋のすぐ近
くの女子トイレにいたわけだが）かたりのヴぁ中もメンバーの挙動が気に
なり、そして音がおそらくうるさいのもあり正直なところ何を語り合ってい
るのかよくわからないところがあった。 それは単純な煩さだけのせいでな
く、障害や社会というテーマから物事を語り合うときに同じ部屋にいるメ
ンバー達の存在はどれだけ意識されていたかということが最後までわから
ず、どこか浮ついた感じの話し合いになっていたような気がした。聴覚障
害者（と言っても、最近は自らこの言葉を使わないようにしている）であ
る自身の言語情報収集能力がスマホの音声認識という機械頼りなところ
もあるが、お互いがほとんど初対面の中でしかも大人数で語り合う、と
いうことの難しさを感じた。実際のところこのような場では多くの矛盾を
孕んでしまうことは確かだ。しかしその中でも「怒鳴ること、怒鳴られる
こと」「好きなことをすること」という普遍的なことを話の軸に設定すると
何か話が出てきていたのではないかと思う。なぜ今この場にいて語ろうと
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しているのかという個々の背景は違っていてもそれを元に語ることが「自
分の言葉で語る」ことなのかと考えた。それと「相手の話を最後まで聞く
こと」を大切にしてほしいというかたりのヴぁのルールは実はとても難しい
ことなのだなと実感した。
　彼らは一人では京都まで行くことはできない。支援者、同行者が必要
であり、さらに「京都へ行く」という外部の誰かの意思が必要である。
ただ新しい世界・風景を探しに行くために、どこかへ行くということの豊
かさというものは誰でも変わらないはずだ。
　例えば直接的なヘルパーでは無いながら、たけしさんと同部屋で寝る
ということが若干の困難さを持っていたとしても、「旅は道連れ」であり
いろんなことがあるから面白いのだと思う。この旅は自分自身にも大きな
豊かさをもたらしてくれた。  
　私たちは支援者かつ同じ旅をする仲間として助け合いをしながら旅を
楽しむ集団であれたらそれが一番いいと思う。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

櫻井喜維智
「ULTRA 櫻井初の外部泊まり支援！」

今回、ヘルパー事業所アルス・ノヴァ ULTRA として初めてホテルに宿
泊する支援があった。普段からシェアハウスで泊まりの支援はしているの
で楽しみで仕方がなかった。

1日目は燎くんの担当だった。普段から外出支援や泊まり支援をさせて
もらっているし、何ら不安はなかった。SA でのトイレ休憩なども普段と
変わりなく済ました。何となくそうなるだろうとは思っていたし特に問題な
いのだが、17 時ころから燎くんが「家じゃないのかよ！」と言っているか
のように怒り出した。そんな車内…京大に到着し懇親会へ向かう。懇親
会で用意されたオードブル。その中にはシェアハウスでは用意できない
ローストビーフや唐揚げなど燎さんの好きなものしか無かった。いつも通
り指を差しヘルパーを見る。「食べますよ」と宣言した目だった。お皿と
お箸を持ってもらい燎くん自身に取ってもらう。好きなものを一つずつ取っ
ていくが遠慮しているのか？シェアハウスでの勢いがない！燎くんが持てる
くらい乗せ、ひとつひとつゆっくりと食べるが 3 分くらいで無くなる。ソ
ファから指を差し取りにいく、食べるを 4 回くらい繰り返し食事を終えホ
テルに戻った。

20 時からはタケさんの泊まり担当。ここからが本番。食べれていたか
ら良いが夕食は、ほぼお菓子だった。もうドキドキである。持ってきたエ
ンシュアを１缶飲み風呂にする。しかし風呂どころではない慣れないユ
ニットバスに互いに四苦八苦。ドライヤーは見山さんにしてもらったが大
人しかった。無事に終われたが冷蔵庫に何も無いけど何かあるのでは？と、
気を服用してもすんなりとは眠れず頑張って起きるタケさんと「これは明
日終わったな」と思いながら頓服まで待つヘルパー。1 時間たち頓服を
服用し 30 分くらいで寝息を立てるタケさん、あとは朝までぐっすり眠れ
ることを願い僕も布団に入る。シェアハウスでは同室で見守りしつつ仮眠
を取っているがタケさんが寝返りをしただけで起きてしまうがベッドが離
れていたからかよく眠れた。

無事に朝を迎え、タケさんがいつでも出れる準備をし起床してもらい
朝食はタケさんの食べれるものを用意しとりあえず食べてもらう。食事終
了が 8:30。出発の 10 時まであと 1 時間半…タケさんの気持ちは外出
モード。街散歩とか考えたが帰って来れる気がせず音楽で気を引き何と
か待ってもらった。

京大に到着。タケさんと他面々で吉田寮やグラウンドなど転 と々するな
か歩行者が通り、トラックが通るから伝えるために叫ぶ警備員さんがい
た。そして横を通るトラックや自転車。その状況はまるで普段の街中の
外出支援のように思えた。もしかしたら浜松より歩きやすい環境なのか？
普段支援をしていると色んな人がまぁよく見てくる。しかし絶対に声はか
けてこないし運転していようが見えなくなるまでずっと見ている。普段出
会う事のない人たちばかりのはずなのに京大はその視線を感じなかった。
そんな京大に居心地の良さを感じた。もしかしたらその居心地の良さは今
回限りなのかもしれない。あの場で彼らの食事風景や過ごし方を目撃し
た人たちが何か考えたり思い出したりしてもらえたら嬉しい。体験した人
たちに話を聞いてみたい。

皆無事に帰って来れて良かった。良い旅だった。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡邊亮介
「お泊まり！」

1 日目の夜。次の日の出発がゆったりなこともあり、0 時頃に布団に入っ
た。こうちゃんは 23 時頃から布団に入っているものの寝る気配はない。
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周りが寝ていないと寝るスイッチが入らないのかもと思った。
0 時 30 分、寝息が聞こえ始めた。ショートステイで全然寝なかったと

いう話を聞いていたので、心配した割にはすぐに寝るんだなと思った。こ
ういう時に、寝られないのは自分の方じゃないかと自嘲する。

1 時 30 分、自分もやっと夢の狭間をいったりきたり、ウトウトし始めた。
一番気持ちの良い時間だ。あぁもうすぐ寝るぞ、寝られるぞ。むにゃむ
にゃ。その時、ボムッ！という大きな音がした。空気が振動する。どでか
い屁だった。続けざまにもう一度、ボムッ！鼓膜が揺れるほどの衝撃音だ。
まどろみのせいもあったかもしれない。彼は目を覚まし、トイレに入った。
そして、何事もなかったかのようにまた布団に入り、寝息をたて始めた。

なんということだ、あまりの衝撃にこちらは完全に目を覚ました。寝ら
れない。その後も彼は、2 時間おきくらいにトイレに起きて、うとうとす
る我々の目を覚まさせた。

そして、朝の 6 時 30 分くらいに自分はスッキリしたように起きて、お
前も起きろと布団を剥がそうとしてくるのだ。出発は 10 時、勘弁してくれ。
とくかく夢うつつの中で聞いた、あの「おなら」は凄まじく、旅の思い出
をそのインパクトで覆い隠してしまった。

京都の旅はというと、日常の延長だった。利用者さんたちのスタンスは、
どこに居てもあまり変わらない。初めての場所で少しドギマギすることは
あっても、それは浜松の街でも同じだ。そして付き添う我々も、特に普
段街に出る時と役割を変えることなくそこに居た。風景が変わるだけだ。

私たちを含めた「そこに居る」という変わらなさは、何かのヒントにな
りそうだなぁと、ふと思ったが特にピンとくるものはなかった。我々はあ
まりにも自然と京都の旅をこなしていたように思う。その目撃者たちがあ
の風景を見てどう思ったのだろうということが、その風景に慣れてしまった
我々にはわからなくなっている。あの風景が、どれくらい人の心に影響を
与えるのか。感想を待ちたい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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